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は
じ
め
に

　

郵
政
博
物
館
に
は
貴
重
な
資
料
が
多
数
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
最
も
注
目

さ
れ
る
貴
重
な
資
料
は
『
五
海
道
分
間
延
絵
図
』（１
）で
あ
る
。

　
『
五
海
道
分
間
延
絵
図
』
に
つ
い
て
は
、
杉
山
氏
の
研
究
成
果（
２
）が
あ
る
の
で
、
こ

こ
で
は
分
間
延
絵
図
の
概
要
に
つ
い
て
贅
言
を
尽
く
す
こ
と
は
し
な
い
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
水
戸
佐
倉
道
分
間
延
絵
図
』
は
『
五
海
道
分
間
延
絵
図
』
の

中
で
も
、
一
見
す
る
と
不
可
解
な
点
が
多
く
、
時
に
館
外
の
研
究
者
か
ら
の
問
合
せ
も

あ
る
と
言
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
『
水
戸
佐
倉
道
分
間
延
絵
図
』
が
作
成
さ
れ
た
経
緯

に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

な
お
、
水
戸
佐
倉
道
に
つ
い
て
は
発
表（
３
）し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
本
稿
は
『
分
間

延
絵
図
』
の
観
点
か
ら
の
考
察
で
あ
る
。

一
　『
水
戸
佐
倉
道
分
間
延
絵
図
』
に
描
か
れ
た
水
戸
道
と
佐
倉
道

㈠
『
五
海
道
分
間
延
絵
図
』
と
『
水
戸
佐
倉
道
分
間
延
絵
図
』
に
つ
い
て

　
『
五
海
道
分
間
延
絵
図
』
に
つ
い
て
は
前
述
の
よ
う
に
杉
山
論
文
等
に
詳
し
い
が
、

本
稿
執
筆
の
た
め
若
干
触
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
『
五
海
道
分
間
延
絵
図
』
は
三
部
作
成
さ
れ
、
一
部
は
献
上
本
と
し
て
幕
府
に
納
め

ら
れ
、
現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
残
る
二
部
は
道
中
奉
行
所
に

収
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
道
中
奉
行
は
独
立
し
た
奉
行
で
は
な
く
大
目

付
と
勘
定
奉
行
の
兼
帯
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
二
部
は
大
目
付
と
勘
定
奉
行
の
も
と
に

収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
二
部
の
う
ち
の
一
部
が
郵
政
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
推

測
で
あ
る
が
郵
政
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
『
分
間
延
絵
図
』
は
勘
定
奉
行
の
も
と

に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
杉
山
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
書
き
込
み
等

が
あ
り
、
実
務
に
利
用
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
大
目
付
で
は
こ
れ
ほ
ど
『
分
間
延
絵

図
』
を
利
用
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
『
分
間
延
絵
図
』に
は
共
に
作
成
さ
れ
た
全
国
街
道
の
模
式
図
で
あ
る『
諸
街
折
絵
図
』

が
付
属
す
る
が
、
郵
政
本
に
は
欠
け
て
い
る
。
郵
政
本
に
付
属
す
る
と
思
わ
れ
る
『
諸

街
折
絵
図
』
は
現
在
明
治
大
学
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
大
学
博
物
館
が
「
刑
事
博
物
館
」
と
称
し
て
い
た
頃
当
館
の
神
崎
氏
よ
り
折
本

仕
立
て
の
大
部
な
交
通
図
を
見
せ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
が
『
諸
街
折
絵
図
』
で
あ
っ
た
。

な
お
、
明
治
大
学
本
は
蔵
書
印
か
ら
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
旧
蔵
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
『
五
海
道
分
間
延
絵
図
』
と
い
っ
て
も
、
五
街
道
と
そ
れ
に
付
属
す
る
街
道
の
ほ
と

ん
ど
は
『
分
間
延
絵
図
』
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
街
道
は
『
見
取
絵
図
』
で
あ
る
。『
分

間
延
絵
図
』
は
約
一
八
〇
〇
分
の
一
で
あ
る
が
、『
見
取
絵
図
』
は
『
分
間
延
絵
図
』

に
比
べ
て
精
度
が
落
ち
る
も
の
で
あ
っ
た
。

佐
倉
道
と
水
戸
佐
倉
道
分
間
延
絵
図
に
つ
い
て

�

山
本　

光
正

研
究
ノ
ー
ト
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佐倉道と水戸佐倉道分間延絵図について

　

水
戸
佐
倉
道
は
日
光
道
中
の
付
属
街
道
と
い
う
こ
と
で
『
分
間
延
絵
図
』
と
し
て
作

成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
房
総
半
島
対
岸
の
三
浦
半
島
に
は
東
海
道
か

ら
分
岐
す
る
浦
賀
道
と
江
島
道
が
『
見
取
絵
図
』
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る

に
両
道
は
東
海
道
に
付
属
す
る
街
道
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
五
街
道

に
付
属
す
る
街
道
と
は
何
か
と
い
う
問
題
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
指
摘
に
留
め
て
お

く
こ
と
に
す
る
。

㈡
『
水
戸
佐
倉
道
分
間
延
絵
図
』
に
描
か
れ
た
道
筋

㊀
水
戸
道
の
道
筋

　

水
戸
道
は
途
中
迄
は
佐
倉
道
と
同
じ
道
筋
で
あ
る
。
水
戸
佐
倉
道
は
日
光
道
中
千
住

宿
で
分
岐
す
る
が
、『
水
戸
佐
倉
道
分
間
延
絵
図
』
に
は
分
岐
点
に
石
造
物
ら
し
き
も

の
が
描
か
れ
「
道
印
石
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
道
印
石
は
道
標
の
こ
と
あ
る
が
こ
の
道

標
と
思
わ
れ
る
も
の
は
現
在
足
立
区
立
郷
土
博
物
館
の
敷
地
内
に
移
さ
れ
保
存
さ
れ
て

い
る
。道
標
に
は「
水
戸
海
道
」と
彫
ら
れ
て
お
り
、裏
面
に
は「
天
明
元
年
」（
一
七
八
一
）

と
彫
ら
れ
て
い
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
江
戸
時
代
に
は
街
道
は
海
道
と
書
い
た
が
、
道
標
な
ど
の
場
合
、

「
〇
〇
海
道
」
と
す
る
よ
り
「
〇
〇
道
」
と
彫
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
道
標

に
は
設
置
者
等
が
彫
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
と
に
よ
る
と
設
置
に
水
戸
藩
が
関
わ
っ
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

松
戸
市
を
通
じ
る
国
道
六
号
線
八
ヶ
崎
交
差
点
に
は
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
の
大

き
な
道
標
が
建
っ
て
い
る（
４
）。
そ
の
正
面
に
は
「
左
水
戸
街
道
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。

「
海
道
」
で
は
な
く
「
街
道
」
で
あ
る
。
街
道
と
し
た
の
は
水
戸
藩
と
何
ら
か
の
関
係

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
分
間
延
絵
図
』
に
よ
れ
ば
水
戸
道
は
千
住
宿
か
ら
新
宿
に
達
し
、
こ
こ
で
水
戸
道

は
左
に
、
佐
倉
道
は
右
に
分
岐
す
る
。
し
か
し
水
戸
道
は
「
是
ヨ
リ
水
戸
道
松
戸
宿
之

方
江
引
続
」
と
記
さ
れ
、
道
は
こ
こ
で
終
っ
て
い
る
。

　
　
　

新
宿
追
分
金
阿
弥
橋
際
立
よ
り
水
戸
道

　
　
　

松
戸
宿
之
方
別
巻
ニ
有
之

　

別
巻
と
は
『
水
戸
道
分
間
延
絵
図
』
で
も
作
成
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
杉

山
氏
の
調
査
で
も
水
戸
道
の
『
分
間
延
絵
図
』
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ

と
も
水
戸
藩
側
に
『
分
間
延
絵
図
』
に
匹
敵
す
る
絵
図
が
残
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
水
戸
佐
倉
道
分
間
延
絵
図
』
の
新
宿
分
岐
点
に
は
石
造
道
標
が
描
か
れ
、
道
標
は

現
存
し
て
い
る
。
道
標
は
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
の
も
の
で
行
先
は
以
下
の
よ
う
に

彫
ら
れ
て
い
る
。

　
　

右　

な
り
た　

ち
ば
寺
道

　
　

左　

水　

戸　

街　

道

　

右
は
佐
倉
道
で
あ
る
が
、
成
田
・
千
葉
寺
と
あ
る
。
江
戸
時
代
も
中
期
前
後
か
ら
成

田
参
詣
が
爆
発
的
に
盛
ん
に
な
り
、
成
田
そ
し
て
一
定
の
信
仰
を
集
め
た
千
葉
寺
が
彫

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
当
時
佐
倉
を
目
的
地
と
す
る
旅
人
は
少
な
く
、
通
過
地
に
な
っ
て

い
た
た
め
、
佐
倉
道
の
銘
文
は
彫
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

一
方
水
戸
道
に
つ
い
て
は
「
水
戸
街
道
」
と
街
道
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

　

水
戸
道
は
本
来
新
宿
で
左
折
す
る
の
だ
が
、『
水
戸
佐
倉
道
分
間
延
絵
図
』
で
は
新

宿
か
ら
は
佐
倉
道
と
同
じ
街
道
を
行
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
新
宿
か
ら
の
道
は

小
岩
市
川
関
所
に
向
か
う
。現
在
の
京
成
電
鉄
江
戸
川
駅
の
所
在
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
こ
で
左
折
す
れ
ば
小
岩
市
川
関
所
だ
が
、
直
進
す
る
道
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
道

に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
　
　

元
佐
倉
通
り
逆
井
道　

江
戸
両
国
橋
江
道
法
三
里

　

こ
の
道
を
少
し
進
む
と
「
字
一
里
塚
」
が
あ
り
そ
れ
以
遠
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
な

お
こ
の
一
里
塚
の
跡
は
史
跡
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
「
元

佐
倉
道
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

小
岩
市
川
関
所
を
越
え
て
市
川
に
入
る
と
、
街
道
は
左
右
に
分
岐
す
る
。
右
は
佐
倉

道
で
あ
る
が
、
左
の
道
が
水
戸
道
で
あ
る
。『
水
戸
佐
倉
道
分
間
延
絵
図
』
に
描
か
れ

た
水
戸
道
は
江
戸
川
左
岸
沿
い
の
道
で
、
矢
切
村
な
ど
を
通
り
対
岸
に
は
柴
又
帝
釈
天

こ
と
題
教
寺
が
所
在
す
る
。
水
戸
道
は
松
戸
宿
の
外
れ
で
途
切
れ
、「
是
ヨ
リ
水
戸　

小
金
町
之
方
江
引
続
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

水
戸
道
に
つ
い
て
は
研
究
心
を
そ
そ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
稿
の
対
象
外
で

あ
る
の
で
指
摘
に
留
め
て
お
く
。

㊁
佐
倉
道
の
道
筋

　

小
岩
市
川
関
所
を
越
え
江
戸
川
を
渡
り
、
水
戸
道
と
分
岐
し
佐
倉
道
と
な
る
。
市
川
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新
田
・
平
田
村
・
菅
野
村
を
経
て
「
八
幡
町
」
に
至
る
。『
水
戸
佐
倉
道
分
間
延
絵
図
』

に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

高
四
百
拾
七
石
余

　
　
　
　
　
　

下
総
国
葛
飾
郡

　
　
　
　
　
　
　

八　

幡　

町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

船
橋
村
江
一
里
拾
五
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
脇
継　

小
岩
村
江
一
里
七
町

　
『
水
戸
佐
倉
道
分
間
延
絵
図
』
に
は
松
戸
は
松
戸
宿
と
あ
る
が
、
八
幡
は
「
町
」
で

あ
る
。
し
か
し
『
水
戸
佐
倉
道
宿
村
大
概
帳
』（５
）に
は
「
八
幡
宿
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

町
か
ら
宿
へ
昇
格
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
宿
か
町
か
あ
ま
り
こ
だ

わ
る
こ
と
な
く
書
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

道
の
描
写
は
鬼
越
村
を
過
ぎ
た
辺
り
か
ら
途
切
れ
る
と
い
う
か
不
明
瞭
に
な
り
「
是

ヨ
リ
船
橋
村
江
道
法
一
里
拾
五
町
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

道
は
不
明
瞭
な
ま
ま
進
み
、
左
手
に
中
山
法
華
経
寺
境
内
が
大
き
く
描
か
れ
そ
れ
よ

り
船
橋
村
に
達
す
る
。

　

船
橋
村
で
街
道
は
左
右
に
分
岐
す
る
が
、そ
こ
に
は「
大
神
宮
」（
俗
称
船
橋
大
神
宮
）

が
描
か
れ
て
い
る
。
右
に
分
岐
す
る
道
は
上
総
・
安
房
方
面
へ
の
街
道
で
あ
る
が
、
街

道
の
途
切
れ
る
辺
り
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

上
総
国
久
留
里　

黒
田
豊
前
守
城
下
江　

道
法
十
八
里
余

　
　
　

房
州
館
山　

稲
葉
播
磨
守
陣
屋
江　

道
法
二
十
二
里
余

　

左
に
分
岐
す
る
街
道
が
佐
倉
道
で
あ
る
が
、
街
道
の
描
写
は
こ
こ
で
終
わ
り
、

　
　
　

佐
倉
道　

堀
田
相
模
守
城
下
江　

道
法
七
里
程

　

と
記
さ
れ
て
い
る
。『
水
戸
佐
倉
道
分
間
延
絵
図
』
と
題
し
て
い
る
の
に
水
戸
同
様

佐
倉
迄
描
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
見
取
絵
図
」
で
は
な
く
「
分
間
延
絵

図
」
で
あ
る
。

二
　『
佐
倉
道
分
間
延
絵
図
』
作
成
の
背
景

㈠
江
戸
幕
府
と
房
総

㊀
要
害
と
し
て
の
房
総
半
島

　

筆
者
は
房
総
半
島
が
幕
府
成
立
時
に
極
め
て
重
要
な
地
で
あ
っ
た
た
め
、
幕
府
が
成

立
し
安
定
期
に
入
っ
て
も
そ
の
意
識
が
払
拭
出
来
ず
『
佐
倉
道
分
間
延
絵
図
』
を
作
成

し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
仮
説
を
立
て
て
い
る
。
以
下
そ
の
仮
説
を
述
べ
て
い
く
こ
と

に
す
る
。

　

江
戸
か
ら
至
近
の
地
に
位
置
す
る
房
総
半
島
は
全
て
が
水
に
囲
ま
れ
た
巨
大
な
要
塞

で
あ
る
。西
は
東
京
湾
、南
か
ら
東
に
か
け
て
は
太
平
洋
そ
し
て
北
部
は
利
根
川
で
あ
る
。

　

利
根
川
が
現
在
の
よ
う
に
銚
子
に
向
か
っ
て
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
幕
府
の

利
根
川
東
遷
事
業
に
よ
る
も
の
で
一
六
○
○
年
代
中
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
利
根

川
開
削
以
前
に
お
い
て
も
現
在
の
関
宿
方
面
か
ら
銚
子
迄
は
湿
地
帯
の
よ
う
な
地
域
が

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

地
形
や
地
理
的
条
件
だ
け
で
は
な
く
、
気
候
温
暖
な
房
総
半
島
は
農
産
物
の
生
産
量

も
豊
か
で
あ
り
、
海
産
物
が
豊
富
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
現
在

の
旭
市
を
中
心
と
し
た
地
域
は
砂
鉄
の
埋
蔵
量
も
豊
富
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
房
総
半
島

は
天
然
の
要
害
の
地
に
相
応
し
い
条
件
が
備
わ
っ
て
い
た
。

㊁
江
戸
か
ら
陸
路
房
総
へ

　

房
総
半
島
の
要
害
化
と
は
緊
急
時
に
将
軍
が
通
行
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
江
戸
か
ら
房
総
へ
達
す
る
に
は
船
舶
に
よ
る
移
動
も
あ
る
が
、
緊
急
時
は
騎

馬
に
よ
る
移
動
で
あ
ろ
う
。
陸
路
江
戸
か
ら
房
総
へ
の
最
短
ル
ー
ト
は
江
戸
か
ら
小
松

川
・
小
岩
を
経
て
市
川
に
達
す
る
街
道
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
ま
ま
東
に
進
め
ば
東
金

方
面
そ
し
て
九
十
九
里
浜
に
達
す
る
。

　

明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
製
版
の
陸
地
測
量
部
「
迅
速
測
図
」
の
「
逆
井
村
」
を

見
る
と
、
中
川
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
市
川
に
向
か
っ
て
直
線
状
の
道
が
通
じ
、
千
葉

街
道
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
迅
速
測
図
」
は
「
市
川
駅
」
に
入
る
が
同
じ
く
直
線
状
の
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街
道
で
、
小
松
川
・
小
岩
を
経
て
新
宿
か
ら
の
街
道
と
合
流
し
て
江
戸
川
を
渡
り
市
川

に
達
す
る
。
街
道
は
迅
速
測
図
の
「
市
川
駅
」
か
ら
直
線
状
の
街
道
で
「
船
橋
駅
」
に

入
り
、
船
橋
大
神
宮
で
前
述
の
よ
う
に
街
道
は
左
右
に
分
岐
す
る
が
、
右
の
街
道
は
前

原
新
田
で
佐
倉
・
成
田
方
面
へ
の
街
道
と
東
金
方
面
へ
の
道
に
分
岐
す
る
。
東
金
方
面

へ
の
街
道
は
将
軍
が
通
行
し
た
街
道
と
い
う
こ
と
か
ら
、
地
元
の
研
究
者
は
「
東
金
御

成
街
道
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
、
本
稿
で
も
東
金
御
成
街
道
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

東
金
御
成
街
道
は
迅
速
測
図
の
「
習
志
野
」
に
入
り
藤
崎
・
大
久
保
新
田
・
実
籾
・

犢
橋
を
直
線
状
に
貫
き
そ
の
ま
ま
直
線
状
に
迅
速
測
図
の
「
下
志
津
村
」「
千
葉
町
」

を
通
る
が
、
見
事
な
ま
で
の
直
線
街
道
で
あ
る
。
迅
速
測
図
の
「
中
野
村
」
に
入
る
と

金
親
を
経
て
中
田
で
道
は
少
し
曲
折
し
中
野
村
に
至
る
。
こ
の
辺
り
で
直
線
状
の
街
道

は
終
わ
り
を
告
げ
東
金
に
達
す
る
。

　

東
金
が
要
害
と
し
て
の
房
総
半
島
の
根
拠
地
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、迅
速
測
図
の「
成

東
町
」
を
見
る
と
、
東
金
か
ら
再
び
完
全
な
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
の
直
線
街
道
が
東
に

向
か
っ
て
走
っ
て
い
る
。「
蓮
沼
村
」
に
入
る
と
道
は
下
横
地
村
を
経
て
や
や
南
下
し

九
十
九
里
浜
に
達
し
て
い
る
。

　

以
上
述
べ
て
き
た
直
線
状
の
街
道
が
、
全
て
地
域
住
民
の
生
活
の
た
め
自
然
発
生
的

に
出
来
上
が
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
一
定
の
目
的
即
ち
江
戸
か
ら
房
総
へ
い
ち
早
く

達
す
る
た
め
に
造
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

㊂
東
金
御
成
街
道
に
設
け
ら
れ
た
御
殿

　

将
軍
が
通
る
こ
と
を
想
定
し
た
街
道
に
は
将
軍
宿
泊
用
の
施
設
で
あ
る
御
殿
が
建
築

さ
れ
た
。
江
戸
近
郊
や
東
海
道
等
各
所
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
東
金
御
成
街

道
に
お
け
る
将
軍
の
通
行
や
休
泊
に
つ
い
て
『
徳
川
実
紀
』（６
）に
よ
り
み
て
み
よ
う
。

　
（
元
和
元
年
一
一
月
一
六
～
二
七
日
）

　
　
　

�

〇
十
六
日　

御
所
江
城
を
出
ま
し
舟
橋
に
至
ら
せ
給
ふ
。
こ
れ
は
土
井
大
炊
頭

利
勝
が
所
領
下
総
佐
倉
に
て
。
鷹
狩
し
た
ま
は
ん
と
て
な
り
。
こ
の
日　

大
御

所
は
下
総
の
千
葉
に
至
ら
せ
給
ふ
。
〇
十
七
日　

御
所
船
橋
よ
り
佐
倉
に
渡
御

あ
り
。
大
御
所
は
東
金
に
狩
し
給
ふ
。
〇
十
九
日
太
田
摂
津
守
資
宗
を
御
使
と

し
て
。
東
金
の
御
旅
館
に
つ
か
は
さ
れ
。
大
御
所
資
宗
に
下
坂
康
継
の
御
刀
を

た
ま
ひ
。
ま
た
今
夜
伴
食
せ
し
め
ら
る
。
廿
五
日　

大
御
所
東
金
よ
り
船
橋
へ

至
ら
せ
給
ふ
。
今
夜
船
橋
市
中
失
火
し
。
民
居
悉
く
焼
失
す
と
い
へ
ど
も
。
御

旅
館
は
恙
な
し
。
廿
七
日　

大
御
所
江
戸
に
か
へ
ら
せ
給
ふ
。

　
（
元
和
四
年
一
〇
月
二
九
～
一
一
月
一
二
日
）

　
　
　

�

〇
廿
九
日
越
谷
辺
御
鷹
狩
に
な
ら
せ
給
ひ
。
こ
れ
よ
り
連
日
御
泊
狩
あ
り
て
。

土
気
東
金
ま
で
な
ら
せ
ら
る
。
井
上
主
計
頭
正
就
。
水
野
監
物
忠
元
。
永
井
信

濃
守
尚
政
。
阿
部
備
中
守
正
次
青
山
大
蔵
少
輔
幸
成
を
は
じ
め
。
医
員
今
大
路

道
三
親
清
等
も
御
供
す
。
儒
役
林
永
喜
信
澄
も
同
じ
。

　
　
　

�

〇
（
一
一
月
）
〇
六
日
御
狩
場
へ
金
地
院
崇
伝
使
も
て
。
蜜
柑
一
箱
献
じ
御
気

し
き
を
う
か
が
ふ
。
〇
十
二
日
東
金
辺
御
狩
は
て
ゝ
御
帰
城
あ
り
。

　
（
元
和
六
年
九
月
一
六
日
）

　
　
　

�

〇
十
六
日　

大
納
言
殿
東
金
辺
へ
御
狩
に
な
ら
せ
ら
る
。
池
田
帯
刀
長
賢
御
使

し
て
魚
物
進
ら
せ
ら
る
。

　
（
元
和
七
年
一
一
月
三
日
～
一
二
月
三
日
）

　
　
　

�

〇
三
日
東
金
辺
御
鷹
狩
あ
る
べ
し
と
て
出
た
ゝ
せ
給
ふ
。
〇
廿
八
日
昨
日
雨
ふ

り
け
れ
ば
。
け
ふ
東
金
の
御
狩
場
に
つ
か
せ
給
ふ
。
大
納
言
殿
よ
り
土
井
左
兵

衛
正
次
を
御
使
と
し
て
御
け
し
き
う
か
が
は
せ
給
ひ
。
魚
物
進
ら
せ
た
ま
ふ
。

〇
十
二
月
三
日
東
金
の
御
狩
場
よ
り
。
越
谷
を
へ
て
還
御
な
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
徳
川
家
康
・
秀
忠
が
東
金
御
成
街
道
を
通
行
し
鷹
狩
を
行
っ
て
い
た
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
一
一
月
一
六
日
の
条
に
「
御
所
江
城
を
出
ま
し
舟
橋
に
至

ら
せ
給
ふ
」
と
あ
る
の
は
徳
川
秀
忠
が
船
橋
に
設
け
ら
れ
て
い
た
将
軍
休
泊
用
の
施
設

「
御
殿
」
に
達
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
大
御
所
は
下
総
の
千
葉
に
至
ら
せ
給
ふ
」

と
い
う
の
は
、
徳
川
家
康
が
千
葉
市
若
葉
区
御
殿
町
に
設
け
ら
れ
て
い
た
「
御
殿
」
に

達
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
一
七
日
の
条
に
「
東
金
の
御
旅
館
」
と
あ
る
の
は
、
東
金
御
殿
の
こ
と
で
あ

る
。
要
す
る
に
江
戸
か
ら
東
金
に
達
す
る
街
道
に
は
船
橋
・
御
殿
町
・
東
金
の
三
ヶ
所

に
御
殿
が
建
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

船
橋
御
殿
は
船
橋
大
神
宮
手
前
の
左
側
辺
り
に
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
現
在
は
小
さ
な

東
照
宮
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

千
葉
御
殿
は
「
御
茶
屋
御
殿
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
が
土
塁
と
堀
が
非
常
に
良
好
な
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状
態
で
残
さ
れ
て
お
り
千
葉
市
の
指
定
史
跡
に
な
っ
て
い
る
。

　

東
金
御
殿
の
あ
っ
た
場
所
は
東
金
高
等
学
校
の
所
在
地
で
、
そ
の
前
の
八
鶴
湖
は
御

殿
の
庭
の
池
と
し
て
開
削
さ
れ
た
と
い
う
。

　

江
戸
か
ら
東
金
へ
の
沿
道
に
建
て
ら
れ
た
御
殿
は
徳
川
家
康
等
将
軍
の
鷹
狩
の
た
め

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
幕
府
草
創
期
に
遊
楽
と
し
て
の
鷹
狩
だ
け
が
行
わ
れ
た
と
は
考

え
に
く
い
。
鷹
狩
は
恐
ら
く
軍
事
訓
練
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
房
総
半
島
要
塞

化
の
一
環
と
し
て
鷹
狩
を
通
し
て
軍
事
道
路
と
し
て
の
東
金
街
道
を
造
成
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

東
金
に
達
し
た
街
道
は
さ
ら
に
直
線
状
に
九
十
九
里
浜
ま
で
伸
び
て
い
る
が
、
万
一

の
時
は
船
舶
の
利
用
も
可
能
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
旭
市
方
面
の
砂
鉄
に
つ
い
て
は

前
述
し
た
が
、
こ
の
方
面
で
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
戦
時
中
は
大
量
の
砂
鉄
が
貨
車

で
運
ば
れ
た
と
い
う
。
砂
鉄
輸
送
は
戦
後
も
続
き
掘
削
跡
に
水
が
溜
ま
り
こ
こ
で
子
供

が
溺
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

三
　
江
戸
幕
府
の
交
通
政
策
と
佐
倉
道

　

江
戸
か
ら
小
松
川
・
小
岩
を
経
て
市
川
・
船
橋
に
達
す
る
街
道
は
江
戸
時
代
初
期
に

は
土
井
氏
が
藩
主
で
あ
る
佐
倉
へ
達
す
る
街
道
で
あ
り
前
原
新
田
か
ら
は
東
金
へ
の
街

道
が
派
生
し
て
い
た
。
佐
倉
・
東
金
共
に
重
要
拠
点
で
あ
る
。
筆
者
と
し
て
は
こ
の
街

道
を
東
金
街
道
あ
る
い
は
東
金
御
成
街
道
と
し
た
い
が
、
江
戸
時
代
の
文
献
に
は
佐
倉

道
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（７
）に
よ
る
と
随
所
に
「
元
佐
倉
道
」

と
い
う
記
載
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
い
く
つ
か
そ
の
例
を
示
し
て
お
こ
う
。

　
　

�

〇
東
小
松
川
（
中
略
）
村
内
に
行
徳
道
か
か
れ
り
、
西
は
小
松
川
よ
り
入
西
一
之

江
村
に
達
す
、
元
佐
倉
道
は
西
小
松
川
村
よ
り
松
本
村
へ
達
せ
り
、

　
　

�

〇
中
小
岩
村
（
中
略
）
村
内
南
の
方
に
元
佐
倉
道
か
か
れ
り
、

　
　

一
里
塚　

江
戸
川
通
、
堤
の
上
元
佐
倉
道
に
あ
り
、

　

ま
た
同
書
の
葛
飾
郡
の
総
説（
８
）に
は
、

　
　

�

又
元
佐
倉
道
と
て
本
所
堅
川
通
亀
戸
逆
井
渡
を
渉
り
、
小
松
川
村
小
名
四
ッ
又
と

云
処
よ
り
西
路
に
別
れ
、
左
し
て
下
総
国
市
川
村
に
達
す
、
右
す
れ
は
今
井
村
に

出
て
行
徳
に
達
す
、

　

と
あ
る
。
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
五
月
幕
府
は
東
海
道
・
中
山
道
・
日
光
道
中
・

奥
州
道
中
・
甲
州
道
中
の
五
街
道
各
宿
に
対
し
て
助
成
金
を
貸
付
け
て
い
る
が
、
五
街

道
以
外
に
「
佐
倉
海
道
」
の
宿
場
が
貸
し
付
け
対
象
に
な
っ
て
い
る（
９
）。「
元
佐
倉
道
」

で
は
な
く
「
佐
倉
海
道
」
で
あ
り
、
佐
倉
海
道
は
五
街
道
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
扱
い
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　

佐
倉
海
道

　
　

八　

幡　
　
　

小
松
川　
　
　

小　

岩

　
　
　

合
三
ヶ
所　
　
　
　

壱
ヶ
所
三
百
五
拾
貫
文
宛

　
　
　

右
銭
高
合
千
五
拾
貫
文

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
佐
倉
道
の
交
通
集
落
―
宿
駅
と
し
て
良
い
か
判
断
し
難
い
―
は
江
戸

か
ら
で
あ
る
と
小
松
川
・
小
岩
・
八
幡
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
何
故
八
幡
迄
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
船
橋
が
助
成
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
水
戸
道
も
助

成
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

多
く
の
疑
問
点
は
残
る
が
、
本
来
の
佐
倉
道
は
新
宿
経
由
で
は
な
く
、
堅
川
通
り
か

ら
小
松
川
・
小
岩
・
八
幡
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

佐
倉
道
の
行
き
つ
く
先
の
佐
倉
は
江
戸
の
東
方
の
要
衝
で
あ
り
、
徳
川
家
康
の
重
臣

土
井
利
勝
が
藩
主
と
し
て
封
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
幕
府
に
と
っ
て
の
要
衝
と
い
う
観

点
か
ら
み
れ
ば
例
え
ば
川
越
も
同
様
で
、
同
じ
く
徳
川
家
康
の
重
臣
で
あ
る
酒
井
重
忠

が
封
ぜ
ら
れ
て
い
る
。し
か
し
川
越
街
道
は
佐
倉
道
の
よ
う
な
扱
い
は
受
け
て
い
な
い
。

　

要
害
と
し
て
の
房
総
半
島
の
拠
点
と
な
る
東
金
方
面
へ
の
街
道
は
こ
と
さ
ら
公
に
す

る
街
道
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
佐
倉
道
と
い
う
よ
り
東
金
方
面
に
達
す
る
に
は
、

江
戸
か
ら
江
戸
川
を
無
事
に
渡
り
き
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
小
松

川
・
小
岩
が
重
要
拠
点
で
あ
り
、
江
戸
川
を
渡
り
八
幡
迄
達
す
れ
ば
、
後
は
船
橋
・
千

葉
の
御
殿
を
経
由
し
て
東
金
御
殿
へ
と
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
何
故
「
佐
倉
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
東
金
を
伏
せ
る
た
め
佐
倉
と
い
う
名
称
を
前
面
に
押
し
出
し

た
と
い
い
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
穿
つ
た
見
方
で
あ
る
。
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佐倉道と水戸佐倉道分間延絵図について

お
わ
り
に

　

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
を
基
に
し
て
『
水
戸
佐
倉
道
分
間
延
絵
図
』
を
見
て
み
よ
う
。

『
水
戸
佐
倉
道
分
間
延
絵
図
』
が
作
成
さ
れ
た
の
は
一
八
○
○
年
代
初
め
の
頃
で
あ
る
。

表
面
的
に
考
え
る
な
ら
ば
当
時
水
戸
・
佐
倉
迄
描
か
な
い
「
分
間
延
絵
図
」
を
作
成
す

る
必
要
な
ど
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

関
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
と
も
考
え
て
見
た
が
、
水
戸
道
は
金
町
・
松
戸
関
所

に
は
向
か
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
「
分
間
延
絵
図
」
が
作
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

一
八
○
○
年
代
に
入
っ
て
も
幕
府
上
層
部
は
房
総
半
島
を
要
害
の
地
と
し
て
認
識
し
て

い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
ま
で
の
認
識
は
無
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
房
総
の
地
は
重
要
な
地
と
し
て

伝
え
ら
れ
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
『
水
戸
佐
倉
道
分
間
延
絵
図
』
が
作
成
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

注（１
）�

筆
者
は
以
前
当
館
紀
要
４
号
（
平
25
）
に
「
海
道
・
街
道
と
交
通
路
の
名
称
」
に
お
い
て
、

江
戸
時
代
に
は
街
道
と
書
く
こ
と
は
す
く
な
く
、
海
道
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ

た
。
分
間
延
絵
図
は
現
在
で
は
「
五
街
道
」
と
書
か
れ
る
が
、
原
本
に
は
『
五
海
道
分
間

延
絵
図
』
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
一
般
的
記
述
の
と
き
は
「
街
道
」
と

す
る
が
、
資
料
に
「
海
道
」
と
あ
る
と
き
は
「
海
道
」
と
記
す
。

（
２
）�『
郵
政
資
料
舘
研
究
紀
要　

６
号
』（
平
27
）
所
収
「『
五
街
道
分
間
延
絵
図
』
と
『
宿
村

大
概
帳
』
の
制
作
」

（
３
）�『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告　

50
集
』（
平
５
）
所
収
「
五
街
道
の
付
属
街
道
に
関

す
る
一
考
察
」・『
か
つ
し
か
の
道
総
合
調
査
報
告
書
』（
平
５
）
所
収
「
五
街
道
と
水
戸

佐
倉
道
」

（
４
）
金
田
英
二
著
『
房
総
の
道
標
』（
平
九
）
自
費
出
版

（
５
）
児
玉
幸
多
校
訂
『
近
世
交
通
史
料
集　

６
』（
昭
47
）
吉
川
弘
文
館

（
６
）『
新
訂
増
補
国
史
大
系　

39
』（
昭
39
）
吉
川
弘
文
館

（
７
）
大
日
本
地
誌
大
系
８
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
二
（
昭
四
五
）
雄
山
閣

（
８
）
同
右
７
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
一

（
９
）�

児
玉
幸
多
編
『
近
世
交
通
史
料
集
』
八
「
幕
府
法
令
上
九
五
号
史
料
」（
昭
五
三
）
吉
川

弘
文
館

�

（
や
ま
も
と　

み
つ
ま
さ　

交
通
史
学
会
元
会
長
）
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